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１．はじめに

　都市におけるごみ排出量は、経済・社会情勢や季節の変化、あるいは生活様式の違い等、様々な要因により絶えず変

動している。一般に時系列変動には、複数年の長期的視点で見る「傾向変動」や、例えば１年単位といった比較的短い

期間で見る「季節変動」などがある。ごみ排出量が、どのようなパターンの下で変動しているか、またそれが如何なる

要因によって起こっているのかは、ごみ処理における最も基本的な情報である。そこで本稿では、東京都 23 区における

局収集ごみを対象として、長期的視点で見た変動（傾向変動）と周期１年の循環変動（季節変動）のパターンを分析し、

その変動の要因を考察する。

２．対象データの概要

　今回の分析では、東京都区部を対象とし、東京都清掃局年報１）に記載

されている1987年度から1998年度までの12年間の局収集ごみ量のデー

タを用いた。なお、局収集ごみは家庭及び一部の事業所から排出される

可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ等で構成されている。

　対象とするデータは、局収集ごみの合計量と、そこに含まれる可燃ご

みの収集量、及び不燃ごみを主とするその他のごみの収集量とした。東

京都清掃局年報の収集量データは月別合計量で表わされているが、この

方法では１ヶ月の日数の違いによる不合理が生じるため、このデータを

日数で割った月別１日当りのごみ量データに換算して用いることにした。分析に使用するデータの時系列を図１に示す。

なお、いずれも以下の分析において同様の結果を得るため、局収集ごみの合計量に関する結果を取り上げることにする。

３．直交多項式による傾向変動の分析

３－１．傾向変動の推定

　12 年間の長期的視点で見たごみ量の変動、つまり傾向変動を、式(1)

に示す直交多項式２）により推定する。
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ここで、 ŷは傾向変動の推定値である。 px はデータ数nを用いて表され

る時間 tの p次の多項式であり、 pA はデータ数n、排出量の実測値 yを

用いて表される p次の項の係数である。この式から、各次の直交多項式

による傾向変動の推定値を求めた。実測値の傾向変動を最もよく表す直

交多項式の次数を決定するため、それぞれ得られた推定値と実測値との

残差平方和による検討を行った。その結果、図２に示す３次の多項式による推定値が最適であると判断した。

３－２．傾向変動と経済・社会情勢との関連性

　図２に示す傾向変動のパターンから、1990 年度を境にそれまで増加していた収集ごみ量は減少していくことが読み取

れる。傾向変動の変動要因には経済・社会情勢の変化が挙げられる。今回の場合、ごみ量の増加から減少への転換期で

ある1990年度にはバブル景気の崩壊があったことから、この景気変化が転換の要因のひとつであると考えられる。
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図２　3次の直交多項式による傾向変動

図１　月別１日平均ごみ量
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４．フーリエスペクトルによる季節変動の分析

４－１．自己相関コレログラムによる周期性の分析

　前節において推定された傾向変動を原時系列から除去することにより、

季節変動のみを表す定常時系列を得ることができる。季節変動分析の予

備的な分析として、この定常時系列の変動が循環変動成分によって生じ

ているのか、あるいは単なる偶然変動成分によって生じているのかとい

う判別を自己相関分析により行った。その結果、図４のようなコレログ

ラムを得ることができた。この図から、12 ヶ月周期で相関係数が高くな

っていることがわかるため、収集ごみ量の定常時系列変動は 12ヶ月とい

う明確な周期性を有する循環変動であることが明らかとなった。

４－２．卓越周期変動成分の抽出とモデル化

　定常時系列の周期的な循環変動を式(2)に示す有限フーリエ近似により

表現する３）。
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ここで、 ( )tx̂ はごみ量の推定値を表す。nはデータ数、 tは時間を表す。

kX 、
kφ は有限フーリエ係数

kA 、
kB により求まり、それぞれ振幅、位相

角を表す。この式は変動を振幅
kX 、位相 kφ のk個（ 2n 個）の周期変動成分を合成

振幅
kX が大きいほどその変動成分が変動全体に大きな影響を与えているといえる

ーリエスペクトルを作成すると図４のようになり、周期 12／５，３，４，６，12

きいことが分かった。いずれも１年単位で繰り返される変動成分であることから、

季節変動パターンを推定できた。図５に季節変動パターンの推定モデルと実測値の

４－３．季節変動パターンの考察

　図５の季節変動パターンより、東京都区部の収集ごみ量は 12月に著し

く増加し、１、２月に減少するという特徴が明らかとなった。12 月の増

加の要因は年末の大掃除にあり、１、２月は冬期のため消費活動が停滞

し、その結果排出量が減少したと考えられる。また、７月から８月にか

けてごみ量が大きく減少するといる特徴も明らかとなった。これは、８

月のお盆の時期に外出することにより、家庭で発生するごみ量が減少し

たものと考えられる。以上のように、経済・社会的活動の結果として、

ごみ量に季節変動パターンが表れていることが明らかとなった。

５．おわりに

　本稿では東京都区部の収集ごみ量データを基に、傾向変動及び季節変動の分析を

ムやフーリエスペクトルを用いて行うことにより、収集ごみ量の変動における周期

ことができた。季節変動以外の変動成分を含むデータについてこのような分析を行

除去しておく必要があり、今回の対象データにおいては傾向変動が見られたため、

ならなかった。傾向変動の推定は直交多項式を用いることにより精度の高い値を得

傾向変動及び季節変動に関する特徴はごみ処理計画を行う際の基礎的な情報として
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図３　自己相関コレログラム
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図４　フーリエスペクトル
したものとして表現するものである。

。
kX を縦軸に、kを横軸にとったフ

ヶ月の変動成分の振幅が卓越して大

これら５成分を合成することにより

月別平均値を示す。

試みた。季節変動分析をコレログラ
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う際にはあらかじめその変動成分を

この変動を推定し、除去しなくては

ることができた。本分析で得られた

有効なものと考えている。
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５　季節変動の推定値と実測値
季節指数：平均を 100として基準化したごみ量
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